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給  言

癌に関しての外科手術後の予後についての報告は詳 対象および方法

しくなされているが,非 上皮性腫瘍についての検討は   1969年 より1984年11月までに教室で経験した非上皮

少ない。われわれは非上皮性悪性腫瘍としては比較的   性 腫瘍は490例であった。そのうち悪性腫瘍は125例で

手術頻度の高い悪性リンパ腫のうち,消 化管に発生し  悪 性リンパ腫77例,肉 腫48例であった。今回の対象は

た症例に対する術式,補 助化学療法,進 行度 (Stage)  悪 性リンパ腫の中で外科的手術が施行された消化管原

と予後の関連についての比較検討を行ったので報告す  発 の26例である。

る。

<1985年5月15日受理>別 用」請求先 :津森 孝 生      病
理学的検索は,Rappaport分 類ゆに従い悪性 リン

〒553大 阪市福島区福島1-1-50 大 阪大学医学   パ 腫を各組織型に分類した。さらに進行度をNaqvi

消化管原発の悪性リンパ腫26例に対し治癒切除術を17例に,非 治癒切除術を6例 に施行した。非切

除は3例であった。切除標本の組織学的な分類では,Histiocytic cell type 16例,Lりmphocytic cell

type 10例であった。Stage分類ではStagbe 1 5例,I111例 ,II1 6例,IV 4例 であった。術後の補

助化学療法をVEMP療 法を中心に15711に施行した。予後は20日～15年8カ 月の間で生存12例,死亡13

例,不 明 1例であった。治癒切除群が非治癒切除群および非切除群に比べ生命予後が良好であった

(p<0.05).Stage別では1,II期とIII,IV期の間に生存率に有意の差がみられた (p<0.05).

索引用語 :悪性リンパ腫,非 上皮性悪性腫瘍,消 化管原発悪性リンパ腫,悪 性リンパ腫のstage分類

部第 1外 科 らのに従いStage I～IV期 に分類した.推 計学的な検
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表 3 悪 性 リンパ腫の組織型別頻度
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( )死 亡例
・
 予 後不明 1例を含む.

lymphOmaで あった。

術後経過は20日～15年8カ月の間で生存12例,死 亡

13例,不 明 1例であった。遠隔転移は初回手術時,再

発時を含め7例 (26.9%)に 認められた。転移部位は

肺 4例,肝 3例,脳 および胸壁が 1例であった。癌性

腹膜炎を併発し,腹水中にlymphoma cellを認めた症

例が2例存在した。

まず生存率についての検討のうち,発 生郡位に関し

ては胃47.0%,小 腸66.7%,大 腸50.0%の 5年生存率
となり各部位間に有意の差はみられなからた。

次に各組織型について検討を行 うと,HistiOcytic

celi typeとLymphocytic cell typeの間には生存率に

差は見られなかった。しかし腫瘍細胞の増殖の形態を

結節性 (nodular)と捕漫性 (diruse)に分けると,
Histiocytic cell typeのなかではnOdular typeが

difFuse typeに比べて予後が良好であった (p<0.05)

(表3).Lymphocytic cell typeでは両者に差は認めら

れなかった。

術式については非治癒切除,非 切除群は,全 例 2年

以内に死亡しており,治 癒切除群の5年生存率67%に

比べ予後不良であった (p<0.o5)(図 1).さ らに

Stage pllの検討を行うと,I,II期 (15例)の 5年生存

率は63.6%であり,III,IV期 (10例)の16.9%と比べ,

有意の差がみられた (pく0.05)(図2).

図1 切 除術式と予後

表 1 悪 性 リンパ腫の発生部位

( )死 亡数
・
 予 後不明 1例を含む`

表 2 Stageと 手術術式

索はKaplan,Meier法 を用いた。

年齢,性 別 :31歳～74歳にわたり,平 均年齢は57.3

歳であった。男性17例,女 性 9例 で男女比は1.9:1で

あった。

発生部位 :胃15例,小 腸 4例 ,大 腸 6例 ,膵 1例 で

あった (表 1).

手術術式 :癌に準じた第II群までのリンパ節郭清を

含む治癒切除術を17例に,非 治癒切除術を6例 に施行
した。 3例 は手術時,広 範な他臓器浸潤により摘出不

能と半J断され,生 検のみに終った (表2).

補助療法 :VEMP(ビ ンクリスチン,エ ンドキサン,
6‐メルカプトプリン,プ レドニン)療法を中心とした多

剤併用化学療法を11例に施行した.1982年 以降はアド

リアマイシンを加えたVEPA療 法を4例 に行ってい

る。延命効果の判定は生存期間を 2群 間で比較する

generalized WilcOxOn法 に従った。

成  績

進行度分類ではStage 1 5例 ,I111例 ,II1 6例 ,
IV 4例 であった (表2)。術式との関連ではStage I‐

II期の16例中,15例に対して治癒切除術が施行された。
Stage II期の残りの1例 では,術 後の組織学的検査で

切除断端の5mln以 内に腫瘍細胞を認めたため,非治癒

切除となった。Stage III,IV期では, 2例 に対して他

臓器合併切除 (肝,横 隔膜部分切除,牌 摘出例と膵体

尾部切除,陣 摘出例)も 含めた積極的な治癒切除術が

施行された。しかし残りの8例 は非治癒切除,ま たは

非切除に終った。

組織型は,表 3の ごとく,Histiocytic cell type 16

例 (nOdular 3,dituse 13),Lコmphocytic cell type 10

例 ( n O d u l a r  2 , d i r u s e  8 ) で, 全 例 N o n  H O d g i k i n ' s

治癒切除 非治癒切除 非切除 計
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図2 Stage別 にみた予後

図3 化 学療法の効果 (非治癒,非 切除, 再発例)

化学療法を施行した15例中,効 果判定の可能な症例

は8例であった。 うち6例 に有効例がみられ奏効率は

75%と高率であったが,施 行群と非施行群の間に生存

率に有意の差はみられなかった。さらに非治癒,非 切

除症例,お よび再発症例に対しての化学療法施行群で

は,平 均生存日数が非施行群に比べ長かったが,生 存

期間の推計学的検索では両群に有意の差は認められな

かった (図3).

考  察

悪性 リンパ腫はリンパ細網組織に発生する腫瘍であ

り, リンパ節原発とリンパ節外原発とに分けられる.

後者の頻度は全悪性 リンパ腫の25%程 度りといわれ

る。Freemanらめによるリンパ節外悪性 リンパ腫1,467

例の集計によると,胃 352例(24%)で 最も多く,次 い

で鼻咽頭199例(13%),腸 管192例(13%)と なってい

る.こ のように節外悪性 リンパ腫は消化管に比較的好

発しており,1969年 Naqviりらは消化管悪性 リンパ腫

の病期分類を行い,Stageが 進行するにつれ予後が不

良になると報告しているが,文 献上,予 後因子につい

ての詳細な検討は少なく一定の見解がみられていな

い。～●.そ こで,われわれは以下の項目について消化管

悪性 リンパ腫を中心に術式,補 助化学療法,進 行度

(Stage)と予後との関連についての検討を加えた。

まず発生部位では胃15例 (53.6%)と 半数以上を占

めていたが,発 生部位による予後の差は認められず

Freemanら めの報告と一致していた。
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術式では治癒切除術が17例 (65.4%)に 施行され,

非治癒切除群,非 切除群に比べ予後が良好であった。

治癒切除群の中では, リンパ節転移を示したものが11

例に見られたことより,癌 に準じたリンパ節郭清を含

む術式が悪性 リンパ腫に対しても必要であると考えら

れた。また非治癒切除,非 切除群の中で,根 治手術が

施行しえなかった因子として遠隔転移の他に,広 範な

他臓器浸潤が6例 に見られたことより,癌 と同様早期

発見が根治度を高める重要な因子であることがうかが

えた。

Stage別では, I,II期の症例はHI,IV期に比べ予後

良好であった。また I期 とII期,HI期 とIV期の間には

有意差は認められないがStageが進行するにつれ,予

後不良となる傾向がみられた,上記の成績はNaqviら

の I期64%,II期 42.1%,HI期 17.4%,IV期 12.5%の

5年 生存率 と一致してお り悪性 リンパ腫において

Stage分類が予後を推測する上で有意義であることが

わかった。

組織型では,消 化管に発生する悪性 リンパ腫は

Hodgikin's lymphomaヤ ままれで, Non Hodgikin's

lymphomaが 主体を占めるといわれるの～1の。事実,わ

れわれの症例でもHodgikinもlymphomaは 1例 も存

在しなかった。Histiocytic cell typeとLymphocytic

cell typeの予後については報告により異なるが1'～10,

自験例では両者の間に差は見られなかった。さらに

Histiocytic cell typeでヤまnodular typeが difuse

typeに比べ予後が良好であり,この原因としては前者

は膨張性の発育をしめすためではないかと考えられ

た 。

化学療法については,悪 性 リンパ腫では多剤併用療

法が有効であると言われている19～1ゆ,_般 にCOP,

COPP,VEMPな どの3者 ないし4者併用療法が中心

に行われ,最近ではアドリアマイシンを加えたVEPA

療法なども行われている101け。ゎれわれもVEMP,及

び最近ではVEPA療 法を施行しており,15例中 6例 に

有効例がみられ,奏 効率は75%と高率であった.術 式

及び進行度との関連は,治 癒切除群のII期では(I,III

期では症例数の不足により検定出来ず)化 学療法施行

群 (6例 )の 5年生存率は83.3%であり,非 施行群 (4

例)の 50%に比べ推計学的有意差は認められなかった

が予後良好の傾向が見られ,術 後補助化学療法の有用

性が示唆された。さらに非治癒,非 切除症例,ま たは

再発例での検討を行うと化学療法施行群は非施行群に

対し,生 存期間に有意差はなくと2例 に著名な延命効
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果 (537日, 606日)が 認められた。

結  論
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ンパ腫の治療―他剤併用化学療法の意義を中心に
一。 日 癌治療会議 16:1310-1316.1981

消化管悪性 リンパ腫26例に対 し,術 式,補 動療法の

選択,進 行度 と予後の関連についての比較検討を行い

以下の結論を得た。

1)癌 に準 じた リンパ節郭清を含む術式が悪性 リン

パ腫に対 しても必要であ り,治 癒切除が施行 しえた症

例の予後は良好であった。

2)Stage分 類が予後 を推測す る上で有用であるこ

と力もbか った。

3)補 助化学療法では,奏 効率が75%で あった.
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